
開 催 日 :平成 25 年 4 月 27 日（土）～ 6月 2日（日）

実施場所 :アートラボはしもと時    間：10:00 ～ 17:00 

アートラボ春の感謝祭

アートラボはしもとオープン 1周年記念事業

Art  Laboratory Hashimoto  Art  Laboratory Hashimoto  Art  Laboratory Hashimoto  Art  Laboratory Hashimoto    

アートラボはしもとのオープン 1 周年を記念するプログラムは、小学校や美大生、市民の協力

を得ながら企画・準備したもので、数々の作品展示やアニメーションの上映、ワークショップ

などを行いました。数百人の小学生が 1 コマ 1 コマを描いた思い出アニメーション。ひとりひ

とりの将来の夢が描かれた未来行きバスのバス停。また、子どもたちに手伝ってもらいながら、

美大生のグループが制作した大きな未来バス。このような美大生と小学生たちとのコラボレー

ションによる作品の展示や、アートの楽しさを気軽に体験できるワークショップなど、「未来」

と「感謝」をテーマに、さまざまなイベントを展開しました。

内　　容：

主　　催　アートラボはしもと・相模原ロータリークラブ
協　　力　協和小学校・桜台小学校・二本松小学校
後    援　アートラボはしもと事業推進協議会（相模原市・女子美術大学・桜美林大学・多摩美術大学・東京造形大学）

アートラボはしもと

展示内容

思い出アニメーション・未来バス

アートを通して友だちと協力し合うことの楽しさ、大切さを伝えるため、相模原ロータリーク

ラブが主催し、アートラボはしもとが企画制作したワークショップの成果を展示しました。美

大生たちが、共和小学校・桜台小学校・二本松小学校の 3校を訪れ、総勢 310 人の 6年生（当時）

と卒業記念になる作品をつくりました。思い出のアニメーションや未来行きのバス停の数々を

お楽しみください。

思い出アニメーション原案：石橋唯・佐藤圭佑・中島敦

内　　容：

へんてこ未来バス

チームスクラッチによる「あそびごころ」をテーマとした実寸大のオリジナルバスが登場！夢

と笑いがたくさんつまった、アートラボ発、未来行きバスに、どうぞご乗車ください。

内　　容：

制　　作：チームスクラッチ

植草夏海   多摩美術大学大学院彫刻専攻

嘉山由希子   多摩美術大学彫刻学科卒

冨樫和也   多摩美術大学大学院彫刻専攻

山本恵海   多摩美術大学大学院彫刻専攻

空閑雄太   多摩美術大学彫刻学科卒

桜台美術館紹介展示

桜台小学校にある桜台美術館では、地域の人たちと小学校が協力して、空き教室を美術館とし

て運営しています。地域と小学校が連携して行う美術教育の取り組みをご紹介しました。

内　　容：

オープニングイベント

「アートラボはしもとオープン 1周年記念コンサート

NPO でも活躍する音大生たちによるコンサートです。特別ゲストに緑区のキャラクター・ミウ

ルを招きました。

開 催 日 :平成 24 年 9 月 16 日（日）

内　　容：

出　　演：竹重夏野・山本絢子／東京音楽大学（NPO所属）

関連プログラム

ワークショップ（1）「へんてこ未来バスを飾ろう」

● 4月 28 日（日）「へんてこつり革をつくろう」

未来バスのつり革をつくりました。○△□？どんなへんてこな形のつり革ができるか、アイデア

勝負！

● 5 月 5 日（祝日） 「わくわく未来都市」

未来バスの走る、未来都市はいったいどんな街だろう？未来の自分の家や駅、建物などを考え、

みんなで未来都市をつくろう！

開 催 日 :平成 24 年 4 月 28 日（日）／ 5月 5日（祝）

講  　師：チームスクラッチ（多摩美術大学学生5人）

内　　容：

ワークショップ（2）「へんてこハットのファッションショー」

桜台美術館で活躍する元教諭の山本実氏によるワークショップ。想像をふくらませ、オリジナ

ルの帽子をつくりました。完成した帽子をかぶって、スポットライトを浴びながら、キャット

ウォークを歩こう！

開 催 日 :平成 24 年 5 月 19 日（日）／ 5月 26 日（祝） 講  　師：山本実

内　　容：

ワークショップ（3）「大工さんの木材工作教室」

大工さんに道具の使い方を教わりながら、木材を組み合わせて、作品をつくりました。

開 催 日 :平成 24 年 5 月 4 日（祝）／ 5月 11 日（土） 講  　師：中島正行・猪俣徳美

内　　容：

来場者数：1898 人

参加者数：26 人

参加者数：67 人

参加者数：78 人

参加者数：38 人


